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平
成
二
十
九
年
度
仏
教
文
学
会
大
会
公
開
講
演
要
旨 

 

『
観
音
冥
応
集
』
の
一
寺
院
縁
起
を
め
ぐ
っ
て
ー
海
峡
を
渡
る
猪
の
話
ー 

 
  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
戸
大
学
名
誉
教
授 

木
下 

資
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近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
近
世
説
話
集
『
観
音
冥
応
集
』
は
、
河
内
地
蔵
寺
住
職
で
あ
っ
た
真
言
僧
蓮
体(

寛
文
三
年1663

～
享
保

十
一1726)

に
よ
り
、
宝
永
三
年(1706

)

に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
名
の
通
り
観
音
の
霊
験
譚
を
集
め
た
書
で
あ
る
。
蓮
体
に
は
、
こ

の
ほ
か
に
『
礦
石
集
』(

元
禄
六
年1693

刊)

ほ
か
、
多
数
の
著
作
が
あ
る
。 

 

蓮
体
は
、
四
国
や
江
戸
な
ど
各
地
を
旅
し
、
そ
の
機
会
に
知
り
得
た
各
地
の
寺
院
縁
起
な
ど
を
、
自
ら
の
著
作
に
取
り
込
ん
で
い

る
。
『
観
音
冥
応
集
』
に
は
、
二
話
の
淡
路
島
所
在
寺
院
の
説
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
話
は
今
回
取
り
上
げ
る

せ
ん
ざ
ん

先
山

せ
ん
こ
う
じ

千
光
寺
の

も
の
、
一
話
は
松
帆
山
感
応
寺
の
も
の
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
「
予
未
ダ
参
詣
セ
ズ
、
縁
起
ヲ
モ
見
ザ
レ
ド
モ
、
或
人
ノ
物

語
リ
ヲ
聞
テ
、
大
綱
ヲ
記
ス
」
と
あ
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
「
宝
永
二
年
三
月
廿
一
日
」
に
こ
の
寺
に
詣
し
た
こ
と
を
書
き
記

し
て
い
る
。 

 

先
山
は
標
高448m

。
そ
の
山
容
か
ら
、
淡
路
富
士
と
も
称
さ
れ
る
。
千
光
寺
は
、
そ
の
山
頂
に
あ
る
。
千
光
寺
の
開
基
は
不
明

で
あ
る
が
、
本
寺
の
梵
鐘
銘
に
、
「
弘
安
六
年
」
の
年
号
や
「
本
願
主
仏
子
忍
阿
弥
陀
仏
」
な
ど
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
近
年
、
本

寺
か
ら
は
「
先
山
千
光
寺
観
音
縁
起
絵
」
と
称
さ
れ
る
縁
起
絵
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
絵
柄
は
著
し
く
劣
化
し
て
い
る
が
、
中

央
に
大
き
く
描
か
れ
た
観
音
像
、
右
下
に
猟
師
ら
し
い
男
な
ど
が
辛
う
じ
て
見
て
取
れ
る
。
こ
の
縁
起
絵
は
、
南
北
朝
、
室
町
期
頃

ま
で
遡
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

 

中
世
ま
で
遡
る
同
縁
起
を
め
ぐ
る
文
献
資
料
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
同
縁
起
は
、
『
淡
国
通
記
』
、
『
淡
路
国
名
所
図
絵
』
、

ま
た
淡
路
四
草
と
呼
ば
れ
る
淡
路
島
の
近
世
地
誌
類
な
ど
に
も
見
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
は
大
小
の
異
同
が
あ
り
、
た
と

え
ば
射
ら
れ
た
「
シ
シ
」
が
明
石
海
峡
を
渡
る
の
は
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
「
シ
シ
」
が
「
鹿
」
で
な
く
「
猪
」
で
あ
っ
た
り
、

「
い

ざ

さ

為
篠
王
」
、
「
伊
佐
々
王
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
り
す
る
。
こ
の
名
は
、
中
世
の
「
小
目
暗
ノ
物
語
」(

『
峯
相
記
』)

に
語
ら

れ
た
と
い
う
「
人
類
ヲ
喰
食
ス
ル
」(

同)

大
鹿
の
名
に
つ
な
が
り
、
ま
た
奈
良
県
吉
野
地
方
な
ど
に
伝
承
さ
れ
る
大
猪
の
名
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
り
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
淡
路
島
に
上
陸
し
て
か
ら
千
光
寺
ま
で
の
通
過
地
点
を
め
ぐ
る
淡
路
島
の
地
名
伝
説
も
成
立

し
て
い
る
。 

 

一
つ
の
伝
承
が
確
立
す
る
と
、
限
ら
れ
た
空
間
の
宗
教
共
同
体(

信
仰
圏)

の
中
で
、
そ
の
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
二
次
的
、
三
次
的
伝

承
が
派
生
す
る
。
そ
の
一
事
例
と
し
て
、
千
光
寺
縁
起
の
問
題
を
捉
え
て
み
た
い
。
そ
し
て
伝
承
研
究
に
お
け
る
現
地
調
査
の
意
義

を
、
再
確
認
し
た
い
。 

 

『
法
華
経
』
の
語
句
の
享
受
と
聖
地
の
形
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専
修
大
学 

石
黒
吉
次
郎 

 
 

仏
典
は
さ
ま
ざ
ま
に
日
本
の
文
学
や
思
想
に
影
響
を
与
え
て
き
た
が
、
こ
と
に
『
法
華
経
』
は
天
台
宗
を
中
心
と
し
て
広
く
読
誦

さ
れ
、
受
容
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
も
『
法
華
経
』
と
日
本
文
学
の
関
係
は
種
々
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
こ
の
経

典
に
出
て
く
る
語
句
や
表
現
が
日
本
文
学
に
ど
の
よ
う
に
採
ら
れ
て
ゆ
く
か
を
検
討
す
る
。
「
諸
法
実
相
」
等
は
こ
の
経
典
の
思
想

を
表
わ
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、「
念
彼
観
音
力
」（
観
世
音
菩
薩
普
門
品
）
は
芸
能
等
に
よ
く
見
ら
れ
、「
衆
人
愛
敬
」（
同
）

も
中
世
流
行
の
表
現
で
あ
っ
た
。
「
微
塵
」
「
馳
走
」
「
恋
慕
」
等
の
語
も
我
々
に
は
親
し
み
の
あ
る
語
で
あ
る
。
そ
う
し
た
語
が
ど

の
よ
う
な
経
緯
を
も
っ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
、
日
本
語
化
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
ら
は
単
に
『
法
華
経
』

か
ら
流
出
し
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
訳
語
と
し
て
の
漢
語
の
問
題
の
ほ
か
、
『
法
華
経
』
の
注
釈
や
本
覚
思
想
も
視
野
に
入
れ

て
追
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

次
に
問
題
と
し
た
い
の
は
、
『
法
華
経
』
等
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
聖
地
化
の
様
相
で
あ
る
。
聖
域
化
は
寺
社
の
内
外
で
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
『
梁
塵
秘
抄
』
二
五
三
番
の
歌
謡
に
「
近
江
の
湖
は
海
な
ら
ず
、
天
台
薬
師
の
池
ぞ
か
し
…
」
と
あ
る
よ



う
に
、
あ
る
特
殊
な
区
域
が
聖
地
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
歌
謡
や
謡
曲
の
世
界
に
お
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
現
象
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
仏
教
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
古
来
の
自
然
観
も
あ
っ
て
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
風
・
水
・
虫
・
鳥
の
音

が
万
物
の
象
徴
で
あ
り
、
宇
宙
の
姿
を
表
わ
す
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
も
聖
地
と
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
聖
域
は
詩
的
な

表
現
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
謡
曲
に
よ
く
生
か
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
シ
テ
の
舞
に
よ
っ
て
、
洗
練
さ
れ

た
美
の
世
界
を
構
築
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
謡
曲
の
例
等
を
あ
げ
て
考
察
す
る
。 

 
 

 



平
成
二
十
九
年
度
仏
教
文
学
会
大
会
発
表
要
旨
（
午
前
の
部
） 

 

１
．
鎌
倉
期
に
お
け
る
官
人
の
「
宗
教
観
」 

 

─
『
古
今
著
聞
集
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
─ 

大
阪
府
立
大
学
大
学
院 

 

旅
田 

孟 

  

本
発
表
は
『
古
今
著
聞
集
』
編
者
が
、
神
祇
信
仰
・
仏
教
と
い
っ
た
「
宗
教
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
探
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
も
存
す
る
が
、
『
著
聞
集
』
編
者
が
従
五
位
程
度
の
実
務
官
人
で
あ
る
と
い
う
要
素

が
ほ
と
ん
ど
看
過
さ
れ
て
い
た
点
、
問
題
が
残
る
。
宗
教
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
役
割
と
す
る
人
物
（
神
職
・
僧
職
）
と
、
行
政
運
営

の
実
際
的
作
業
に
あ
た
る
人
物
（
官
人
）
と
の
、
「
宗
教
」
に
対
す
る
眼
差
し
は
、
は
た
し
て
同
一
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を

視
野
に
入
れ
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
考
察
を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

 

『
著
聞
集
』
を
構
成
す
る
三
十
編
目
の
う
ち
、
劈
頭
を
飾
る
の
が
「
神
祇
」
、
次
い
で
「
釈
教
」
で
あ
る
の
は
、
従
来
指
摘
さ
れ

る
よ
う
な
「
編
者
の
神
国
思
想
観
の
表
明
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
そ
も
そ
も
、
神
祇
を
先
行
さ
せ
る
の
は
、
『
古
事
談
』
や
『
明

文
抄
』
、
さ
ら
に
は
「
御
成
敗
式
目
」
に
も
認
め
ら
れ
る
分
類
・
配
列
で
あ
り
、
鎌
倉
期
の
一
種
普
遍
的
な
方
法
で
あ
っ
た
。
こ
の

同
時
代
的
傾
向
性
を
『
著
聞
集
』
編
者
個
人
の
思
想
の
問
題
へ
と
即
座
に
還
元
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
当
時
の
一
般
的
認
識
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。 

ま
た
、『
著
聞
集
』
所
載
の
説
話
か
ら
も
、
編
者
の
思
想
が
明
瞭
に
窺
え
る
わ
け
で
は
な
い
。『
著
聞
集
』
所
載
の
宗
教
関
連
説
話
（
神

祇
信
仰
・
仏
教
の
ど
ち
ら
も
）
は
、
霊
験
に
ま
つ
わ
る
説
話
が
多
く
、
教
理
教
義
に
立
ち
入
る
こ
と
が
な
い
。
こ
こ
に
は
、
宗
教
と

い
う
も
の
に
対
す
る
「
距
離
」
が
窺
え
る
。
例
え
ば
『
沙
石
集
』
編
者
の
無
住
な
ど
と
比
較
し
た
場
合
、
「
宗
教
」
に
対
す
る
態
度

が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
『
著
聞
集
』
編
者
に
と
っ
て
の
「
宗
教
」
と
は
、
あ
く
ま
で
世
界
（
の
中
の
一
地

域
で
あ
る
日
本
）
の
「
一
領
域
を
成
す
も
の
」
で
し
か
な
く
、
問
題
意
識
を
自
己
内
で
醸
成
さ
せ
て
特
定
の
発
想
へ
と
至
る
よ
う
な

「
思
想
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
『
著
聞
集
』
編
者
個
人
の
「
宗
教
観
」
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
と

考
え
た
い
の
で
あ
る
。 

し
か
し
そ
れ
こ
そ
が
、『
著
聞
集
』
の
価
値
と
考
え
る
。『
著
聞
集
』
は
、
そ
の
当
時
の
宗
教
関
連
の
言
説
を
、
宗
教
側
に
身
を
置
か

な
い
実
務
官
人
が
如
何
に
捉
え
て
い
た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
好
資
料
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
家
と
非
宗
教
家
、
両
方
の
「
宗

教
観
」
を
詳
細
に
見
て
初
め
て
、
鎌
倉
期
に
お
け
る
「
宗
教
」
の
実
態
が
見
え
て
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

２
．
『
方
丈
記
』
に
お
け
る
唱
導
の
展
開
再
考 

熊
本
大
学
大
学
院 

 

伊
﨑 

久
美 

 

維
摩
経
十
喩
和
歌
と
『
方
丈
記
』
冒
頭
第
二
文
と
の
関
連
で
、
成
実
論
的
解
釈
を
す
る
『
維
摩
経
義
疏
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。 従

是
身
如
聚
沫
以
下
、
擧
空
門
。（
中
略
）
或
云
、
初
五
譬
別
明
内
五
陰
空
、
後
五
譬
總
明
内
五
陰
空
也
。
経
云
、
色
如
聚
沫
、

受
如
泡
、
想
如
炎
、
行
如
芭
蕉
、
識
如
幻
。 

〈
五
蘊
仮
和
合
〉
か
ら
、
「
ウ
タ
カ
タ
」
は
「
泡
」
（
受
・
想
・
行
・
識
）
つ
ま
り
「
心
」
に
、
「
水
ノ
ア
ハ
」
は
「
聚
沫
」
（
色
身
）

と
解
釈
で
き
る
。
上
野
英
二
氏
は
第
三
文
の
〈
人
ト
栖
〉
の
一
対
が
、
願
文
の
「
三
界
之
朽
宅
仮
栖
―
五
陰
之
依
身
脆
形
」（
『
安
居

院
唱
導
集
』
一
八
四
頁
）
に
直
結
す
る
と
指
摘
す
る
。
類
似
句
は
、『
轉
法
輪
抄
』「
今
此
娑
婆
世
界 

三
界
朽
宅 

毒
害
火
灾
衆
難

非
一 

五
陰
依
身 

生
老
病
死
輪
轉
無
際
」（
二
三
八
頁
）
や
『
民
部
卿
顕
頼
室
家
逆
修
』（
一
八
三
頁
）
、『
鳳
光
抄
』（
三
五
二
頁
）

に
も
存
在
す
る
。
従
っ
て
〈
人
ト
栖
〉
の
主
題
は
安
居
院
唱
導
が
介
在
す
る
。 

第
一
文
の
類
似
語
は
、
安
居
院
唱
導
に
は
「
逝
水
之
波
」
と
あ
る
（
『
安
居
院
唱
導
集
』
一
〇
八
、
一
二
一
、
一
四
一
頁
、『
澄
憲

作
文
集
』
六
七
一
頁
）
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
「
逝
水
波
」
は
「
川
上
俄
驚
逝
水
波
」
か
ら
の
白
氏
語
で
あ
る
（
『
白
氏
文
集
』
巻
六

十
六
「
與
夢
得
偶
同
到
敦
詩
宅
、
感
而
題
壁
」
）
。
こ
の
白
氏
語
を
安
居
院
唱
導
は
直
接
使
用
し
て
い
る
が
、
長
明
は
〈
ユ
ク
河
ノ
ナ



カ
レ
〉
に
は
、
『
轉
法
輪
菩
薩
摧
魔
怨
敵
法
』
末
尾
の
「
依
法
送
往
河
流
之
中
」
の
訓
読
を
借
り
て
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
し
か
し
典
拠
論
的
に
は
、
安
居
院
唱
導
も
引
用
す
る
『
法
句
譬
喩
経
』
無
常
品
と
考
え
る
（
三
一
四
頁
）
。 

今
村
み
ゑ
子
氏
は
、
『
方
丈
記
』
と
醍
醐
寺
座
主
成
賢
を
中
心
と
す
る
真
言
圏
と
の
関
わ
り
を
示
唆
し
（
「
成
賢
お
よ
び
醍
醐
寺

と
大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』
」
）
、
永
村
真
氏
は
「
醍
醐
寺
は
真
言
宗
と
と
も
に
三
論
宗
が
中
世
後
期
に
至
る
ま
で
相
承
さ
れ
て
い

た
」
（
『
下
醍
醐
年
中
行
事
』
）
と
述
べ
て
い
る
。
当
時
、
天
台
、
真
言
、
南
都
の
要
職
は
信
西
一
門
の
勢
力
で
覆
わ
れ
（
麻
原
美

子
『
平
家
物
語
の
形
成
と
真
言
圏
』
）
、
『
方
丈
記
』
に
も
そ
の
深
い
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

３
．
『
八
幡
愚
童
訓
』
「
御
体
事
」
に
お
け
る
「
有
空
正
道
」
と
「
剣
璽
」
の
論
理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佛
教
大
学
非
常
勤
講
師 

 

村
田 

真
一 

 

『
八
幡
愚
童
訓
』
（
以
下
『
愚
童
訓
』
）
に
は
、
八
幡
神
に
つ
い
て
、
蒙
古
襲
来
を
中
心
に
国
家
守
護
の
霊
威
を
説
く
も
の
と
、
衆

生
救
済
の
様
々
な
利
益
を
説
く
も
の
の
二
種
が
あ
り
、
研
究
上
で
は
そ
れ
ぞ
れ
甲
本
・
乙
本
と
呼
び
分
け
ら
れ
て
い
る
。 

本
発
表
で
は
、
『
愚
童
訓
』
乙
本
「
御
体
事
」
に
見
ら
れ
る
八
幡
神
の
御
体
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
な
す
八
幡
神

の
「
体
」
を
「
有
空
正
道
」
と
す
る
託
宣
、
お
よ
び
「
安
置
」
さ
れ
た
「
御
体
」
で
あ
る
「
非
情
」
の
「
剣
璽
」
を
め
ぐ
る
論
理
を

中
心
に
考
察
す
る
。 

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
『
愚
童
訓
』
は
八
幡
神
の
霊
験
や
功
徳
を
喧
伝
す
る
書
と
し
て
理
解
さ
れ
、
唱
導
・
説
話
的
な
性
質
が
強

調
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
浄
土
信
仰
の
隆
盛
に
対
応
す
る
八
幡
神
の
本
地
阿
弥
陀
説
、
お
よ
び
独
特
の
本
地
説
と
し
て
、
釈
迦
・
阿

弥
陀
二
仏
同
体
説
の
存
在
が
と
く
に
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
『
愚
童
訓
』
（
乙
本
）
に
は
、
説
話
（
集
）
的
だ
と
言
っ
て
済
ま
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
教
理
的
な
記
述
が
散
見
す
る
。

し
か
も
「
御
体
事
」
に
お
け
る
釈
義
は
、
天
台
本
覚
思
想
の
高
揚
の
中
で
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
『
漢
光
類
聚
』
の
記
事
と
の
関
係
、

あ
る
い
は
認
識
の
共
有
を
強
く
想
起
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
が
、
八
幡
神
の
「
御
体
」
の
認
識
に
お
い
て

あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
『
愚
童
訓
』
の
中
世
八
幡
信
仰
と
し
て
の
特
質
が
あ
る
と
言
え
る
。 

加
え
て
、
そ
の
よ
う
な
釈
義
の
方
向
性
は
、
『
愚
童
訓
』
「
本
地
事
」
に
明
か
さ
れ
る
八
幡
神
の
本
地
大
日
如
来
説
へ
と
通
じ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
「
御
体
事
」
に
お
け
る
論
理
は
、
「
非
情
」
の
器
物
で
あ
る
「
剣
璽
」
を
八
幡
神
の
御
体
と
す
る
こ
と
に
お
い

て
、
「
本
地
事
」
に
示
さ
れ
る
本
地
説
、
釈
迦
・
阿
弥
陀
二
仏
同
体
説
か
ら
大
日
如
来
説
へ
の
展
開
と
通
じ
合
い
共
鳴
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
論
点
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
愚
童
訓
』
「
御
体
事
」
の
論
理
を
分
析
し
、
連
続
的
に
記
さ
れ
る
説

話
的
記
事
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
で
、
『
愚
童
訓
』
に
お
け
る
八
幡
信
仰
の
様
相
と
意
義
を
問
う
こ
と
が
、
本
発
表
の
目
的
で
あ

る
。 

  

平
成
二
十
九
年
度
仏
教
文
学
会
大
会
発
表
要
旨
（
午
後
の
部
） 

 

４
．
石
清
水
別
当
宗
清
が
聞
い
た
話 

―
『
石
清
水
八
幡
宮
并
極
楽
寺
縁
起
之
事
』
と
伝
承
話
― 

 
  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
  
  
  
   

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
志
社
大
学
非
常
勤
講
師 

 

生
井
真
理
子 

  

『
石
清
水
八
幡
宮
并
極
楽
寺
縁
起
之
事
』(

写
本)

に
は
、
八
幡
宮
に
関
わ
る
様
々
な
伝
承
や
情
報
が
、
断
片
的
に
書
き
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
本
は
、
『
宮
寺
縁
事
抄
・
目
録
』
に
見
え
る
『
宮
寺
縁
事
抄
』
第
三
と
同
じ
内
容
の
も
の
に
、
石
清
水
別
当
守
清
が
多

少
増
補
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
神
道
大
系
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
『
宮
寺
縁
事
抄
』
第
三
は
、
目
録
に
書
か
れ
た
『
宮
寺
縁
事
抄
』

第
三
よ
り
も
内
容
量
が
少
な
く
、
不
足
分
を
補
え
る
資
料
と
し
て
の
価
値
を
持
つ
だ
ろ
う
。
そ
の
中
に
あ
る
「
問
答
條
々
」
と
い
う

問
答
形
式
の
一
群
は
、
神
道
大
系
に
翻
刻
さ
れ
た
『
宮
寺
縁
事
抄
』
第
三
に
は
な
く
、
目
録
の
小
題
に
は
口
伝
と
さ
れ
る
も
の
が
多

い
。『
宮
寺
縁
事
抄
』
は
引
用
・
抄
出
で
構
成
さ
れ
て
い
る
部
分
が
多
く
、
備
忘
録
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、「
問
答
條
々
」
の



作
者
は
、
石
清
水
別
当
宗
清
と
見
て
よ
い
。 

 
「
問
答
條
々
」
に
記
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
話
に
注
目
す
る
と
、
都
の
文
化
と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
た
石
清
水
の
状
況
が
見
え
て
く

る
。
歌
人
藤
原
清
輔
が
石
清
水
参
籠
中
に
和
泉
式
部
の
霊
に
出
会
っ
た
と
語
る
顕
昭
の
話
（
口
伝
）
や
、
法
橋
盛
継
が
境
内
で
天
狐

を
見
た
と
い
う
話(
口
伝)

は
、
石
清
水
の
境
内
に
結
び
つ
い
た
伝
承
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
た
だ
、
顕
昭
の
話
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
理
由
は
、
〈
別
当
幸
清
た
ち
が
顕
昭
か
ら
古
今
集
を
伝
授
さ
れ
る
な
ど
、
顕
昭
が
石
清
水
祀
官
た
ち
と
和
歌
を
通
じ
て
交
流
が
あ

っ
た
〉
、〈
道
清
が
『
新
古
今
集
』
に
入
集
な
ら
ず
、
道
清
の
子
で
あ
る
宗
清
が
強
く
『
新
勅
撰
集
』
入
集
を
願
っ
て
お
り
、
か
つ
藤

原
定
家
と
も
交
流
が
あ
っ
た
〉
と
い
う
よ
う
な
石
清
水
の
和
歌
文
化
事
情
が
背
景
に
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
盛
継
が
飛
来
す
る
天
狐

を
見
た
と
い
う
話
は
、
十
二
世
紀
頃
、
天
狗
の
情
報
が
様
々
な
形
で
広
が
っ
て
い
く
、
生
の
資
料
の
一
つ
と
な
り
う
る
。
一
方
、
伝

教
大
師
が
八
幡
大
神
か
ら
賜
っ
た
と
い
う
紫
衣
の
話
は
、
『
伝
教
大
師
伝
』
か
ら
採
っ
て
い
る
が
、
関
心
の
由
来
は
宗
清
が
造
立
し

た
八
幡
神
像
と
と
も
に
、
な
ぜ
か
伝
教
大
師
が
賜
っ
た
と
い
う
紫
衣
が
厨
子
に
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。
当

時
の
文
化
を
考
え
る
上
で
、
一
つ
の
よ
す
が
と
な
り
う
る
話
群
と
い
え
る
。 

 

５
．
森
鷗
外
と
仏
教 

―
「
寒
山
拾
得
縁
起
」
を
中
心
に
― 

大
正
大
学
大
学
院
生 

 

岩
谷
泰
之 

 

森
鷗
外
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
月
『
新
小
説
』
第
二
十
一
年
第
一
巻
に
「
寒
山
拾
得
」
を
発
表
し
た
。
先
行
研
究
で
は
、

こ
の
作
品
が
鷗
外
の
蔵
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
白
隠
注
釈
『
寒
山
詩
闡
提
記
聞
』
を
参
考
に
執
筆
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
や
、
唐
の
時
代
の
官
吏
を
描
い
た
こ
と
か
ら
鷗
外
の
当
時
の
心
境
と
重
ね
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

ま
た
、
作
品
が
単
行
本
に
収
録
さ
れ
る
際
に
「
附
寒
山
拾
得
縁
起
」
が
末
尾
に
置
か
れ
た
。
も
と
も
と
は
作
品
と
同
時
期
の
大
正
五

年
一
月
に
『
心
の
花
』
第
二
十
巻
第
一
号
に
「
高
瀬
舟
と
寒
山
拾
得
―
―
近
業
解
題
―
―
」
と
し
て
、
別
の
作
品
「
高
瀬
舟
」
と
共

に
そ
の
成
り
立
ち
を
語
っ
た
も
の
で
、
「
寒
山
拾
得
」
の
部
分
だ
け
を
作
品
の
後
に
置
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
「
寒
山
拾
得
縁
起
」
は
、
子
供
に
『
寒
山
詩
』
の
内
容
を
問
わ
れ
て
こ
の
作
品
を
書
い
た
が
、「
寒
山
が
文
殊
で
拾
得
は
普
賢
」

だ
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
の
に
苦
労
し
た
と
い
う
鷗
外
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
子
供
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に

「
実
は
パ
パ
ア
も
文
殊
な
の
だ
が
、
ま
だ
誰
も
拝
み
に
来
な
い
の
だ
よ
。
」
と
言
っ
た
鷗
外
の
セ
リ
フ
で
幕
を
閉
じ
る
。 

短
い
文
章
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
鷗
外
の
セ
リ
フ
は
鷗
外
研
究
史
の
中
で
数
多
く
引
用
さ
れ
、
様
々
な
解
釈
が
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
「
寒
山
拾
得
縁
起
」
は
『
徒
然
草
』
第
二
四
三
段
に
お
け
る
最
初
の
仏
は
ど
の
よ
う
に
し
て
仏
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
話
か
ら

始
ま
る
。
ま
た
、
そ
の
次
に
作
品
発
表
当
時
、
帰
一
協
会
が
子
供
へ
の
宗
教
に
関
す
る
教
育
を
「
気
遣
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
帰
一
協
会
と
は
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
神
道
等
諸
宗
教
の
相
互
理
解
と
協
力
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
会
で
あ
る
。

鷗
外
が
会
員
で
あ
っ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
会
員
の
中
に
は
鷗
外
と
親
交
の
あ
っ
た
者
も
散
見
さ
れ
、
鷗
外
の
旧
蔵
書
に

は
『
帰
一
協
会
会
報
』
第
六
号
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
六
号
は
「
寒
山
拾
得
縁
起
」
で
鷗
外
が
述
べ
た
よ
う
に
宗
教
と
教
育
の

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

管
見
の
限
り
で
は
「
寒
山
拾
得
縁
起
」
は
、
『
徒
然
草
』
や
『
帰
一
協
会
会
報
』
等
に
触
れ
な
が
ら
全
体
を
通
し
て
は
論
じ
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
文
章
か
ら
は
当
時
の
鷗
外
の
、
仏
教
を
含
め
た
宗
教
に
対
す
る
関
心
や
、
仏
教
に
対
す
る
知
識
が
垣
間

見
え
る
。
鷗
外
と
仏
教
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
研
究
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
進
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
寒
山
拾
得
縁
起
」
を
考
察
の
中

心
に
据
え
る
こ
と
で
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

６
．
叡
山
文
庫
真
如
蔵
『
櫛
口
伝
事
』
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

奈
良
女
子
大
学
大
学
院 

 

辻 

晶
子 

  

叡
山
文
庫
真
如
蔵
に
、『
櫛
口
伝
全 

櫛
譜
秘
事
全
』
と
外
題
の
あ
る
室
町
時
代
の
口
伝
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
真
如
蔵
―
一
九

―
一
二
七
）
。
「
九
州
薩
摩
国
山
門
院
西
光
寺
住
人
於
武
州
児
玉
郡
金
鑚
談
議
所
書
畢 

文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
丁
卯
三
月
五
日
」

と
の
奥
書
を
持
つ
こ
の
書
に
は
、
僧
が
児
の
髪
を
梳
る
際
に
用
い
る
櫛
に
つ
い
て
、
そ
の
由
来
や
心
得
、
作
法
の
次
第
な
ど
が
記
さ



れ
て
い
る
。 

 
本
書
は
、『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
』
に
も
集
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
雑
部
十
六
・
児
灌
頂
の
項
に
『
櫛
口
伝
事
』

の
書
名
で
立
項
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
児
灌
頂
に
関
す
る
従
来
の
研
究
に
は
、
本
書
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
た
も
の
は
な
い
。 

 

そ
れ
は
、
本
書
に
は
櫛
に
ま
つ
わ
る
口
伝
の
み
が
記
さ
れ
、
叡
山
文
庫
真
如
蔵
『
児
灌
頂
私
記
』
、
同
天
海
蔵
『
児
灌
頂
私
』
な

ど
の
代
表
的
な
児
灌
頂
伝
本
に
あ
る
、
児
灌
頂
の
儀
軌
法
則
や
教
義
理
論
に
つ
い
て
の
言
説
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
要
因
と
す
る

で
あ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
『
児
灌
頂
私
記
』
に
は
、
灌
頂
を
修
す
る
道
場
に
「
左
机
上
梓
漿
筆
楊
枝
鏡
櫛
等
惣
気
装
具
足
置
之
、
右
机
上
直
衣
装

束
天
冠
等
置
之
」
と
あ
り
、
児
灌
頂
に
お
け
る
化
粧
の
具
足
の
一
つ
に
櫛
が
数
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
児
灌
頂
の
儀
軌
を

収
集
し
た
叡
山
文
庫
無
動
寺
蔵
『
児
灌
頂
次
第
』
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
り
、
他
に
「
櫛
立
次
第
」
も
記
さ
れ
て
い
る
。
児
灌
頂
に

お
い
て
櫛
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
本
書
は
そ
の
口
伝
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
本
書
に
見
え
る
「
此
髪
高
間
原
梳
付
観
念
、
此
高
間
原
諸
神
来
集
此
児
守
護
給
也
可
観
想
」
や
、
「
児
童
御
髪
梳
所
者
必

定
天
人
影
向
給
也
、
又
山
王
降
臨
、
就
中
山
王
中
聖
真
子
気
此
両
神
必
降
臨
影
向
云
々
」
な
ど
の
文
言
か
ら
は
、
児
の
身
体
の
一
部

で
あ
る
髪
が
、
日
吉
山
王
に
な
ぞ
ら
え
て
神
聖
視
さ
れ
た
様
が
う
か
が
え
興
味
深
い
。
他
に
も
、「
法
師
刀
子
不
帯
髪
梳
事
不
可
有
」
、

「
北
向
梳
事
不
可
有
」
、
「
膝
不
立
梳
事
不
可
有
」
と
い
っ
た
忌
事
な
ど
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
発
表
で
は
、
『
櫛
口
伝
事
』
の
児
灌
頂
に
お
け
る
位
置
付
け
を
試
み
、
児
の
髪
の
聖
性
に
つ
い
て
考
察

を
進
め
た
い
。 

 

７
．
金
剛
寺
蔵
『
諸
打
物
譜
』
所
載
「
順
次
往
生
楽
次
第
」
に
つ
い
て 

神
戸
学
院
大
学 

 

中
原 

香
苗 

  

『
順
次
往
生
講
式
』
は
、
三
門
九
段
か
ら
な
る
講
式
で
、
講
式
中
で
雅
楽
曲
や
催
馬
楽
の
旋
律
に
の
せ
た
歌
詠
が
な
さ
れ
る
点
で

注
目
さ
れ
て
き
た
。
鎌
倉
期
の
長
西
に
よ
る
『
浄
土
依
憑
経
律
論
章
疏
目
録
』
（
以
下
『
長
西
録
』
）
に
、
「
順
次
往
生
講
式 

一

巻
〈
永
久
二
年
甲
午
／
十
二
月
十
五
日
〉
真
源
日
本
天
台
」
（
〈 

〉
内
割
注
、
以
下
同
じ
）
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
叡
山
の
僧
真

源
（
一
〇
六
四
～
一
一
三
六
）
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
伝
本
と
し
て
は
、
知
恩
院
所
蔵
本
と
魚
山
叢
書
所
収
本
が
知
ら
れ
、
ほ
か

に
講
式
中
の
歌
詠
の
み
を
お
さ
め
る
大
原
来
迎
院
蔵
『
極
楽
声
歌
』
、
金
沢
文
庫
蔵
『
楽
邦
歌
詠
』
『
西
方
楽
』
が
あ
る
。 

 

大
阪
府
河
内
長
野
市
の
天
野
山
金
剛
寺
に
『
諸
打
物
譜
』
と
題
す
る
楽
書
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
南
北
朝
期
の
金
剛
寺
学

頭
で
あ
る
禅
恵
（
一
二
八
四
―
一
三
六
四
）
が
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
に
書
写
し
た
も
の
で
、
音
楽
に
ま
つ
わ
る
口
伝
や
伝
承
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
順
次
往
生
楽
次
第
」
な
る
史
料
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

表
題
よ
り
『
順
次
往
生
講
式
』
と
の
関
わ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
末
尾
に
「
文
永
二
年
〈
甲
／
午
〉
十
二
月
十
五
日 

延
暦
寺
沙

門
真
源
記
之
／
於
東
院
南
塔
勝
陽
草
庵
草
集
之
了
」
と
の
奥
書
が
存
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
年
号
に
疑
問
が
残
る
も
の
の
、
こ

れ
が
真
源
自
身
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
な
ら
ば
、
『
長
西
録
』
の
記
述
に
拠
ら
ず
と
も
、
真
源
が
『
順
次
往
生
講
式
』
を
編
ん
だ

こ
と
は
確
実
に
な
ろ
う
。
「
次
第
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
講
式
本
文
は
な
い
が
、
講
式
で
奏
さ
れ
る
楽
曲
に
つ
い
て
の
記
述

な
ど
が
見
ら
れ
る
。 

 

『
諸
打
物
譜
』
及
び
「
順
次
往
生
楽
次
第
」
に
つ
い
て
は
す
で
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
「
金
剛
寺
聖
教
中
の
音
楽
資
料
に
つ

い
て
」
（
『
真
言
密
教
寺
院
に
伝
わ
る
典
籍
の
学
際
的
調
査
・
研
究
―
金
剛
寺
本
を
中
心
に
―
』
、
二
〇
一
一
年
）
、
本
発
表
で
は

「
順
次
往
生
楽
次
第
」
が
真
源
の
手
に
な
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
、
加
え
て
『
順
次
往
生
講
式
』
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
本
史
料
の
音
楽
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
も
述
べ
た
い
と
考
え
て
い
る
。 


